
歴
士法税
制改正に向け対応協議
一

日
税
政
日
税
連
と
の
連
携
再
確
認

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

は
５
月
１９
日
、
日
本
税
理

士
会
館
（品
川
区
）
に
お

い
て
、第
４
回
幹
事
会
（渡

遷
輝
男
幹
事
長
）
を
開
催

し
た
。
当
日
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会

令和３年（２０２１年）６月１日（火曜日）（毎月１回１日発行）
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議
シ
ス
テ
ム
を
併
用
し
て

議
事
が
行
わ
れ
、
会
議
に

は
構
成
員
の
ほ
か
、
神
津

日
税
連
会
長
、
高
橋
日
税

連
専
務
理
事
、
日
税
政
正

副
会
長
が
同
席
し
て
行
わ

　　

　

‐多

　

．／
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，み
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－
　　

　

－－’
～
；
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昔
ず
ｒべ
｝

　　　　

．

１ね

　

、

れ
た
＝
写
真
。

議
事
に
お
い
て
、
次
期

税
理
士
法
改
正
、
税
制
改

正
等
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

現
在
、
日
税
連
に
お
い

て
次
期
税
理
士
法
改
正
に

お
け
る
検
討
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
法
改
正
に
お
け

る
経
過
報
告
が
な
さ
れ

た
。
税
理
士
法
改
正
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
日
税

所轟
行
税

発
本

治

日

　

政

東京都品川区大崎１－１１－８

　　　
ロ
ー

Ｌ税醐連盟欝司料は会費の中に含みます。

連
と
日
税
政
が
一体
と
な

り
、
法
改
正
に
向
け
た
取

り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
た
。

税
制
改
正
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
の
税
制

改
正
に
つ
い
て
、
国
政
と

日
税
連
の
動
向
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
税
制
改
正

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
の
対
応
を
協
議
し
た
。

▼会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、

吉
田
恵
幸
組
織
委
員
長
よ

り
、
税
政
連
会
員
の
定
義

と
会
費
の
収
納
方
法
に
つ

い
て
の
報
告
、
第
４９
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
へ
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
例
外
的
な
運
営
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
日
税
連
は
こ
れ
に

伴
う
諸
規
則
の
整
備
と
し

て
、
会
則
、
会
務
執
行
規

則
、
旅
費
規
程
等
、
諸
規

則
全
般
に
わ
た
る
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。
日
税
政

も
、
日
税
連
を
参
考
と
し

た
諸
規
則
の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。

こ
の
春
、
政
府

は
福
島
第
一原

発
の
処
理
水
の

海
洋
放
出
を
決

定
し
た
▼
十
年

針葉樹
ほ
ど
前
、
山
本
義
隆
氏
は

「福
島
の
原
発
事
故
を
め

ぐ
っ
て
」
を
著
し
、
フ
ク

シ
マ
の
教
訓
を
共
有
し
、

事
故
の
経
過
と
責
任
を
包

み
隠
さ
ず
明
ら
か
に
し

て
、
率
先
し
て
、脱
原
発
、

脱
原
爆
社
会
を
宣
言
す
べ

き
と
書
い
て
い
る
▼
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
始
ま
る

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

は
、
原
子
爆
弾
を
造
っ
て

い
る
。
そ
の
核
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
平
和
利
用
は
人
類
に

と
っ
て
危
険
で
実
用
化
は

不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
た
。
福
島
第
一原
発

と
同
型
の
マ
ー
ク
１
型
軽

水
炉
の
危
険
性
は
Ｇ
Ｅ
社

の
三
人
の
技
師
が
指
摘

し
、
冷
却
水
が
失
わ
れ
た

と
き
に
格
納
容
器
が
圧
力

に
耐
え
ら
れ
な
い
欠
陥
を

見
出
し
、
世
界
中
の
同
型

炉
を
停
止
さ
せ
る
よ
う
主

張
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
彼
ら
は
Ｇ
Ｅ
社
を

辞
職
し
た
▼
原
発
事
故
の

周
囲
の
何
キ
ロ
か
は
、
今

後
、
何
世
紀
に
亘
っ
て
、

人
間
の
立
ち
入
り
を
拒
む

ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
、
そ
の

廃
棄
物
は
数
万
年
間
管
理

を
要
す
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
人
間
の
処
理
能
力
を

超
え
て
い
る
の
に
、
あ
ち

こ
ち
に
原
発
は
存
在
し
、

増
え
続
け
て
い
る
処
理
水

さ
え
、
悩
み
に
悩
ん
で
、

海
洋
放
出
と
い
う
古
典
的

な
処
理
を
二
年
後
に
始
め

る
と
い
う
。

　

る

と
偶
き

士
配
で

理
の
入

税
そ
加

（死亡・高度障害を保障）

詳細のお問合せ

　

お申込みは

　　

に ち ぜ‐い き よ う さ い

離日本税理士共済会
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日本税理士共済会は、公益財団法人日本税務研究センターが運営する「日税研通信ゼミ」を支援しています。

ご夫婦の生命保障。
（死亡・高度障害を保障）

その配偶者のみが
　
　

　　

　

偶

親

　　　　

で

配

の

る

　

０

　

上

比
和
辞
儀
醐

　
　
　
　
　（要介護２以上で給付） （月 １々万円から積責立可能）
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関
東
信
越
税
政
連
会
長
に
小
林
氏

本
年
は
役
員
改
選
の
年

に
当
た
る
。
こ
の
ほ
ど
関

東
信
越
税
理
士
政
治
連
盟

の
臨
時
大
会
に
お
い
て
小

林
俊
一新
会
長
が
選
任
さ

れ
た
。
新
会
長
の
任
期
は

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
３１
日
ま
で

で
あ
る
。

日
本
税
政
連

Ｌ主な内容リ
記
事
・全
国
組
織
委
員
長
会
議

・１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１２
面

地
方
短
信
・関
東
信
越
税
政
連
税
務

支
援
視
察
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
１１１１１
３
面

特
集
・対
談
「税
理
士
法
改
正
」

’１
１
１
１
１ｉｌ
ｉ
ｌ
ｉｉ
ー
ー
ー
１４
～
５
面

資
料
・
選
挙
関
連
Ｑ
＆
Ａ
ー
１
１
１
１
１６
面

百
税
政
太
田
会
長
・日
税
連
神
津
会
長
一

　

「税
理
士
法
改
正
」意
義
語
る

　

本
紙
４
～
５
面
に
、
日
税
政
太
田
会
長
と
日
税

連
神
津
会
長
に
よ
る
「税
理
士
法
改
正
対
談
」
記

事
を
掲
載
。
法
改
正
の
意
義
、
税
理
士
政
治
連
盟

に
対
す
る
期
待
・役
割
を
伺
っ
た
。
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グータッチする神津日税連会長（左）と太田日税政会長
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おしどり保障

モバイルサイトはこちら

次の世代につなげていきたいもの それは、税理士どうしの助け合い

個人年金
税理士も職員も
個人単位で加入
できる年金積立。

税理士団体保障

税理士も職員も
個人単位で加入
できる生命保障。

全国の声を国政へ

「法改正に向け全力」

　　　　　　　　　

３度目の緊急事態宣言が発令され、 新型コロナウイ

鯵

．太田会長幹事会あいさつ要旨－

　　　　　　　

ルス感染症の収束が見通せない状況下で不安な日々が

　　　　　　　

続いているが、 日税政は、 全国の税理士の声を国政に

　　　　　　　　

反映させるという重要な役割を担っている。

　　　　　　　　

来月より各単位税政連では定期大会が開催される
が、 昨年は開催の縮小または中止となっている。 今年もコロナ禍という
ことで準備が進められていると思うが無事に開催されることを期待して
いる。

　

令和４年度の税制改正について、 日税連建議が機関決定した後、 全国
の税政連が一体となり、要望を一つでも多く実現していく。

　

日税連において、最重要課題である税理士法改正に向けた検討が加速
している。われわれ日税政は日税連の方針に添い、税理士法改正が実現
できるよう全力で対応する。



全
国
組
織
委
員
長
会
議
を
開
催

組
織
強
化
な
ど
意
見
交
換

第５６２号 （２）係三種郵便物ま嗣）

日
税
政
は
４
月
９
日
、

全
国
組
織
委
員
長
会
議
を

開
催
し
た
＝
写
真
。
当
日

は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
て
太
田
直
樹
会
長
、
渡

遷
輝
男
幹
事
長
、
吉
田
恵

幸
組
織
委
員
会
委
員
長
ほ

か
単
位
税
政
連
組
織
委
員

長
が
出
席
し
て
行
わ
れ

た
。会

議
で
は
、
日
税
政
の

理
解
を
深
め
る
為
の
施
策

と
し
て
、
税
政
連
の
必
要
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］
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ふ
れ 〆

税理士を中小企業の
相談相手として評価

中小企業白書

性
や
活
動
内
容
等
を
記
載

し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
今
後
、
単
位
税
政
連

で
プ
レ
ゼ
ン
等
を
行
う
際

に
活
用
し
て
い
く
。

税
政
連
会
員
の
定
義
と

会
費
の
収
納
方
法
に
つ
い

て
、
前
期
委
員
会
か
ら
継

続
し
て
検
討
し
て
き
た
テ

ー
マ
で
あ
り
、
前
年
ま
で

は
中
間
報
告
と
し
て
の
取

り
扱
い
と
し
て
い
た
が
、

も
鞄

回
『一

　

　　
　
　
　

　

　

　

　

　

跨
ぎ
警

今
回
報
告
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
。

日
税
政
組
織
委
員
会
で

日
税
政
は
４
月
９
日
、

第
２
回
組
織
委
員
会
（吉

田
恵
幸
委
員
長
）
を
開
催

し
た
。
当
日
は
Ｗ
ｅ
ｂ
Ａ＝

議
シ
ス
テ
ム
に
て
行
わ

れ
、
会
議
に
は
、
組
織
委

員
会
構
成
員
の
ほ
か
太
田

第
２
回
組
織
委
員
会
を
開
催

は
会
費
の
徴
収
状
況
や
入

会
届
の
徴
収
の
有
無
等
の

実
態
を
調
査
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
会
議
で
は
、

前
年
度
の
調
査
結
果
を
基

に
、
今
年
度
の
調
査
の
目

的
を
再
確
認
し
、
ア
ン
ケ

直
樹
会
長
、
渡
遷
輝
男
幹

事
長
が
出
席
し
た
。

会
議
で
は
、
組
織
委
員

会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ

る
、
全
国
組
織
委
員
長
会

議
の
議
題
お
よ
び
進
行
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

ー
ト
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

単
位
税
政
連
の
組
織
委

員
長
よ
り
、
組
織
委
員
会

の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
今
後
の
組
織
強
化

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

そ
の
他
の
議
題
で
は
、

令
和
３
年
度
の
組
織
委
員

会
の
活
動
方
針
、
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

た
。
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の
ダ
ニ
エ

　

こ
と
に
驚
き
、
日
本
人

こ
と
に
あ
る
。
令
和
は

棚

馴
ル
．カ
ー
ル
氏
は
、
日
の
兄
帳
面
さ
を
褒
め
て
常
識
を
疑
い
リ
セ
ッ
ト
棚

　　　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　

人
種
、
国
籍
、
年

ー

押翠

東

　

千葉県
原
田
豊
行

鰯熊
雄

兼

ー
に
縦
長
の
地
形

ーは豊か鉱咽畢歳諏ま
巧がいお掴噌場増『
坊Ｆメメメゴ紗好一
ー

　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　
　
　
　
　
　
　
　

ー
や
果
物
が
採
れ
て
、
色
自
分
に
自
信
を
持
つ
べ

同
じ
多
様
性
と
い
う
ー

ｗ
々
な
食
文
化
が
発
達
し
き
だ
と
指
摘
す
る
。

言
葉
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
州

馴
て
い
る
。
日
本
は
バ
ラ

　

ま
た
、
経
済
ジ
ャ
ー
深
い
意
味
が
あ
り
現
在
棚

ー
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
と
ナ
リ
ス
ト
の
内
田
格
子
を
表
現
し
て
い
る
と
思
ー

ー
て
も
素
晴
ら
し
い
国
氏
は
、日
本
の
閉
塞
感
、
っ
た
。

　　　

棚

を
把
握
し
、
事
業
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ
た
経
営
戦

力
を
立
て
る
こ
と
、
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
、
事
業
承
継

等
に
着
眼
し
た
。

同
じ
く
決
定
さ
れ
た
小

規
模
白
書
で
は
、
令
和
２

年
度

（２
０
２
０
年
度
）

の
小
規
模
事
業
者
の
動

向
、
消
費
者
の
意
識
変
化

と
小
規
模
事
業
者
の
底
力

を
取
り
上
げ
つ
つ
、
具
体

的
な
小
規
模
事
業
者
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
い

る
。
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イ争

　　　

を

　

、

税理士事務所と関与先を守る安心の補償

　

。
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ゴ
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税理士職業賠償責任保険

　　　

三 藁
－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　 　

　　　　

　　

加 入 の お す す め 三

　

ｏ

　

－

　　　

鮪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　　　　　

　

　　

　

　　　　

　

　　　

　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　　

　

　　　　　　　

　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

依頼者に損害を与えた場合に、 賠償が可能であることが

　　

資料請求先

専門家としての要件とも言われています。

　　　　　　　　　

株式会社日税連保険サービス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〒１４１‐００３２

専門家責任を果たすための一つの手段として、 加入をお

　　

東京都品川区大崎１‐１１‐８日本税理士会館５
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雷
撃

連
繕

　
　　

都
議

　
　
　

　

　

　　
　

　
　

　　　　　　　　　　　

、

　

．÷；〆

　

・

　　　　　　

都

－＝＝＝＝…
＝ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ＝…
ニニニニニｉ
ｉ
ニニニニニニニニニニニニニニニニ＝＝；ニニー

政
府
は
４
月
２３
日
、
２

０
２
１
年
版
の
中
小
企
業

白
書
を
決
定
し
た
。
同
白

書
は
、
中
小
企
業
基
本
法

１１
条
に
基
づ
く
年
次
報
告

書
で
あ
り
、政
府
は
毎
年
、

中
小
企
業
に
関
す
る
報
告

を
国
会
に
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。同

白
書
で
は
、
税
理
士

が
、
中
小
企
業
の
経
営
計

画
の
策
定
や
財
務
分
析
な

ど
の
経
営
指
導
の
ほ
か
、

商
工
会
等
の
指
導
員
と
の

連
携
等
で
期
待
さ
れ
る
専

門
家
と
し
て
評
価
さ
れ

た
。
ま
た
、
事
業
承
継
の

事
例
の
中
で
税
理
士
が
中

小
企
業
診
断
士
や
司
法
書

士
と
と
も
に
専
門
家
派
遣

制
度
の
担
い
手
と
し
て
活

躍
す
る
例
が
紹
介
さ
れ

た
。今

年
度
の
白
書
は
、
特

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
中
小
企
業
・小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
、
企
業

経
営
に
も
甚
大
な
影
響
が

生
じ
た
と
す
る
一方
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
投
資
の
重
要

性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
状

況
や
、
資
金
繰
り
支
援
策

の
効
果
な
ど
に
よ
り
、
倒

産
は
低
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
分
析
し
た
。

ま
た
、
「危
機
を
乗
り

越
え
る
力
」
と
題
し
、
中

小
企
業
・小
規
模
事
業
者

が
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
た
め
の
重
要
な
取
り

組
み
を
解
説
。
財
務
状
況

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「日
本
税
政
連
ニ
ュー
ス
」

配
信
希
望
者
募
集

　

①Ｂ轍理±政治連盟

　　　　　　　　

　　　

ー醐ジン【８蝋政遵二凄 艶 鞭 圏 翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１；’打？６

　

憂まきぎ吾平棚鵬慨Ｔご沈メー」靭ジン畿岨－－ス」モ

　　

ノ＊ギヤＬ署二

ー微　　

も ン
「日
本
税
政
連
ニ
ュ
ー

ス
」
と
し
て
配
信
し
て
お

り
ま
す
。
配
信
希
望
の
方

は
、
日
本
税
理
士
政
治
連

盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム

舎
ｒｇ
ｂ
の二
＼

　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
　
　

さ
Ｂ
匝倣
か
０

よ
り
必
要

事
項
を
記
入
の
上
配
信
登

録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

．
配
信
日

不
定
期
（お
知
ら
せ
内

客
が
あ
る
と
き
に
随
時
配

信
し
ま
す
）

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
バ

ツ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
日
本
税

理
士
政
治
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
可
能
で
す
。

（Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
”け
書
け
二
＼

口
唇

貫
①
済
色
．き
＼ｏ
巴

　
　
　
　　
　　
　
　
　
　

会
報
「日
本
税
政
連
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
Ｈ

Ｐ
に
て
閲
覧
可
能
で
す
。

（Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
＝誓
言
）二
＼

　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
　

　
　
　
　
　　
　
　
　

一議
員
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
－

自
民
党
の
税
理
士
制
度

改
革
推
進
議
員
連
盟
に
、

新
た
に
次
の
議
員
が
入
会

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
議

連
メ
ン
バ
ー
は
２
５
８
人

（衆
議
院
議
員
１
９
８
人
、

参
議
院
議
員
６０
人
）
と
な

っ
た
。
（令
和
３
年
３
月

２０
日
現
在
）

牧
原
秀
樹
衆
十比
例
北
関
東

令和３年（２０２１年）６月１日 （火曜日）
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司
税
連
神
津
会
長
、日
税
政
太
田
会
長
に
聞
く
－

税
理
士
法
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、
税
理

士
法
改
正
が
検
討
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
日
税
連
は
税
理
士
法
改
正
の
実
現
に
向
け
た

取
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

本
紙
で
は
、
日
税
連
の
神
津
会
長
を
招
き
、
次

期
税
理
士
法
改
正
を
テ
ー
マ
に
太
田
会
長
と
の
対

談
を
行
っ
た
。

■
時
代
の
要
請
に
応
え
る
税
理
士
法
改

正
を

◆
出
席
者
◆

日
本
税
理
士
会
連
合
会
会
長

　

神
津

　

信

一

日
本
税
理
士
政
治
連
盟
会
長

　

太
田

　

直
樹

（司
会
）
日
本
税
理
士
政
治
連
盟
広
報
委
員
長

小
島

　

善
弘

理
士
法
改
正
分
科
会
に
お

　

監塙き
慕
お
っ
し
ゃ
る
通

い
て
、
国
税
庁
や
財
務
省

り
、
昨
年
１２
月
１０
日
に
公

主
税
局
と
税
理
士
法
改
正
表
さ
れ
た
「令
和
３
年
度

■
税
制
改
正
大
綱
に
税
理
士
法
改
正
を

明

記

　　　　　　　

．

すべての税政連が結集して法改正実現を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

太 田 日 税 政 会 長

資
格
要
件
の
見
直
し
を
求
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
の
一歩
先
を
に
ら
ん
だ
制

め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

す
。
い
う
ま
で
も
な
く
法
度
改
革
の
視
点
が
必
要
に

信
頼
向
上
の
た
め
の
環
律
改
正
は
国
会
で
行
わ
れ
な
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い

　

ー
ー
税
理
士
法
改
正
に
の
取
組
の
推
進
、
税
理
士
に
関
す
る
意
見
交
換
等
を
税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い

つ
い
て
、
今
な
ぜ
税
理
士
に
係
る
懲
戒
処
分
の
適
正
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
は
、
税
理
士
制
度
の
見

法
改
正
な
の
か
、
こ
れ
ま
化
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
状
況
に
つ
き
ま
し
て
直
し
が
検
討
事
項
に
取
り

で
の
経
緯
・
背
景
や
税
理

ま
し
た
。

　　　　　

は
、日
税
政
と
連
携
し
て
、
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
綱

士
法
改
正
の
意
義
等
に
つ

　

日
税
連
に
お
い
て
は
、
各
党
に
設
置
さ
れ
た
税
理
で
は
、
「ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

前
回
の
法
改
正
以
降
、
制
士
制
度
に
関
す
る
議
員
連

・ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し

　

臨
鰻

　

税
理
士
法
は
、
度
部
を
中
心
に
税
理
士
制
盟
を
通
じ
て
、
国
会
議
員
い
社
会
を
見
据
え
、
税
理

昭
和
２６
年
制
定
以
来
、
数
度
の
見
直
し
に
係
る
議
論

　

へ
の
経
過
報
告
を
行
い
、
土
の
業
務
環
境
や
納
税
環

度
に
わ
た
り
大
き
な
改
正
を
継
続
し
、
平
成
３１
年
に
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。
境
の
電
子
化
と
い
っ
た
、

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「次
期
税
理
士
法
改
正
に

（別
表
参
照
）

　　　　

税
理
士
を
取
り
巻
く
状
況

前
回
の
税
理
士
法
改
正
は
関
す
る
答
申
」
を
取
り
ま

　

田
園

　

現
在
、
自
由
民
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す

平
成
２６
年
（２
０
１
４
年
）
と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
主
党
や
公
明
党
な
ど
５
つ
る
と
と
も
に
、
多
様
な
人

で
し
た
。
公
認
会
計
士
の
答
申
に
関
す
る
税
理
士
会
の
政
党
に
税
理
士
制
度
に
材
の
確
保
や
、
国
民
・納

税
理
士
資
格
付
与
の
見
直
会
員
へ
の
意
見
募
集
を
行
関
す
る
議
員
連
盟
が
あ
り
税
者
の
税
理
士
に
対
す
る

し
の
ほ
か
、
租
税
教
育
へ

　

う
ほ
か
、
総
合
企
画
室
税
ま
す
。
昨
年
９
月
以
降
に
信
頼
の
向
上
を
図
る
」
と

悌コ種郵便物ま獅）令和３年（２０２１年）６月１日 （火曜日）
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一－－－－ －－

　　

対談する太田日税政会長（右）と神津日税連会長

　
　

　
　　
　

＼い：
＼＼＼
」、

．

　

「講

　

　　

　

　

ｒ．
ｒ一

　

，ｑ

行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
議
員
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
の
質

連
盟
の
総
会
等
で
は
、
日
間
、
今
な
ぜ
税
理
士
法
改

税
連
が
税
理
士
法
改
正
に
正
な
の
か
、
に
対
す
る
答

向
け
た
検
討
の
経
過
報
告
え
が
こ
の
中
に
記
載
さ
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
日
税
政
は
、

　

襲
園

コ
ロ
ナ
禍
に
お

こ
れ
ら
議
員
連
盟
の
総
会
い
て
、
私
達
の
生
活
様
式

等
に
先
立
ち
、
自
民
党
議
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

連
の
伊
吹
文
明
会
長
を
は
た
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
・働

じ
め
と
す
る
各
党
議
連
の
き
方
改
革
等
に
対
応
し
、

幹
部
議
員
に
、
神
津
会
長
納
税
者
に
よ
り
一層
信
頼

と
と
も
に
直
接
面
会
し
、
さ
れ
、
次
世
代
に
も
魅
力

経
過
報
告
の
う
え
理
解
を
あ
る
税
理
士
制
度
を
維
持

求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
う
発
展
さ
せ
る
た
め
、
日
税

し
た
取
り
組
み
が
成
果
に
政
と
し
て
、
全
力
で
税
理

結
び
つ
い
た
の
だ
と
思
い
土
法
改
正
の
実
現
に
取
り

ま
す
。

　　　　　　

組
ん
で
い
き
ま
す
。

神津日税連会長

税理士法改正には税政連の力が必要

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

○税理士法制定

　

戦後の民主化の中で、 所得税、法人税、相続税に申告納税制度

　

が導入され、１９５０年 （昭和２５年） にはシャウプ勧告に基づく税

　

制改革が行われました。 このような中で１９５１年 （昭和２６年）、

　

税務代理士法にかわって新たに税理士法が制定された。
○税理士法改正（第一次）～任意加入制から強制入会制へ

　

１９５６年 （昭和３１年） の改正で、税理士業務を行おうとする者は、

　

税理士登録を行い、 かつ、税理士会に入会しなければ、 原則と

　

して業務がネ行えないこととなった。
○税理士法改正（第一次）～登録事務を移譲

　

１９６１年（昭和３６年）の改正で、税理士会の自治権を強化するため、

　

登録事務が国税庁から日本税理士会連合会へ移譲された。
○税理士法改正（第＝次）～税理士の地位が明確に

　

１９８０年 （昭和５５年）、 税理士業務のより適正な運営に資するた

　

め、税理士の使命の明確化、 税理士業務の対象となる税目の拡

　

大、登録即入会（税理士登録をした者は当然に税理士会の会員と

　

なる） などの改正が行われ、税理士の地位が明確になった。
○税理士法改正（第四次）～納税者利便の向上と信頼される税理

　

士制度の確青

　

２００１年 （平成１３年）、 最近の税理士を取り巻く環境を踏まえた
改正として、税理士法人制度の創設、税理士が税務訴訟におい

　

て弁護士とともに出頭・陳述できる補佐人制度の創設、税理士

　

業務に対する報酬の最高限度額に関する規定の削除などがネ行わ

　

れた。
○税理士法改正（第五次）～公認会計：亡に係る資格付与の見直し

　

２０１４年 （平成２６年） の改正で、 公認会計士の税理士資格の取得
について、国税審議会が指定する税法に関する研修の修了を要

　

件とすることとされたほか、 租税教育への取組の推進、 税理士

　

に係る懲戒処分の適正化などの改正が行われた。

　

十
十十令
和
３
年
度
税
制
務
に
お
い
て
も
例
外
で
は
境
整
備
に
つ
い
て
で
す
ま
す
。
政
治
連
盟
の
目
的
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
人

改
正
大
綱
の
検
討
事
項
に
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
の
デ
が
、
現
在
税
理
士
会
が
取
は
税
理
士
会
の
要
望
実
現
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

明
記
さ
れ
た
税
理
士
法
改
ジ
タ
ル
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
り
組
ん
で
い
る
租
税
教
育
で
あ
り
、
税
理
士
法
改
正
神
津
会
長
が
お
っ
し
ゃ
る

正
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
化
の
進
展
等
の
環
境
変
化
や
成
年
後
見
な
ど
様
々
な
に
向
け
て
は
、
神
津
会
長
通
り
・
税
理
士
試
験
の
受

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　　

に
伴
う
税
理
士
制
度
の
継
社
会
貢
献
事
業
に
税
理
士
が
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
時
験
者
数
が
減
少
し
て
い
ま

　

Ｍ関
震

　

「Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
続
的
発
展
を
期
す
る
た
法
人
の
社
員
等
を
含
む
す
代
の
要
請
に
応
え
る
法
改
す
。
平
成
２３
年
度
４
万
９

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
の
明
べ
て
の
税
理
士
が
、
よ
り
正
を
実
現
す
る
た
め
、
税
５
１
０
人
で
あ
っ
た
税
理

対
応
」
「多
様
な
人
材
の
確
化
や
税
務
代
理
の
明
確
積
極
的
に
参
画
い
た
だ
け
理
士
会
に
理
解
の
あ
る
国
土
試
験
受
験
者
数
は
、
令

確
保
」
「税
理
士
に
対
す
化
、
電
子
記
録
媒
体
の
見
る
よ
う
な
環
境
整
備
等
に
会
議
員
に
税
理
士
会
の
要
和
２
年
度
は
２
万
６
６
７

る
信
頼
の
向
上
を
図
る
た
直
し
等
に
係
る
法
改
正
を
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
望
を
伝
え
、
税
理
士
法
改
３
人
で
し
た
。
今
ま
さ
に

め
の
環
境
整
備
」
が
法
改
要
望
し
て
い
ま
す
。

　　

ま
す
。

　　　　　　

正
が
実
現
す
る
よ
う
全
力
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

正
要
望
に
当
た
っ
て
の
骨

　

税
理
士
試
験
の
受
験
者

　

税
理
士
会
の
要
望
実
現
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
い
重
要
な
論
点
で
す
。
神

子
と
な
り
ま
す
。

　　　

数
は
、
弁
護
士
等
の
他
の
の
た
め
に
は
、
太
田
日
税

　

検
討
さ
れ
て
い
る
法
改
津
会
長
は
、
こ
の
多
様
な

　

わ
れ
わ
れ
税
理
士
を
取
資
格
試
験
の
受
験
者
数
政
会
長
を
筆
頭
と
し
た
税
正
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
ど

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
も
、
少
子
化
で
い
ず
れ
も
政
連
の
力
が
必
要
不
可
欠
て
コ
メ
ン
ト
す
る
な
ら
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

化
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
で
す
。
日
税
連
は
日
税
政
ば
、
こ
れ
ま
で
税
理
士
法
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
要
望
改
正
で
は
、
社
会
の
進
展

　

晒漣
扇
税
理
士
受
験
者

の
影
響
で
浮
き
彫
り
と
な
す
。
国
民
・納
税
者
の
信
実
現
に
向
け
て
の
活
動
を
に
対
応
す
る
た
め
の
制
度
数
が
減
少
の
一途
を
た
ど

っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
重
要
頼
に
応
え
得
る
税
理
士
制
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た

っ
て
い
る
こ
と
に
強
い
危

性
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
度
の
一層
の
発
展
に
は
、
き
続
き
、
税
政
連
の
力
を
が
、
工
Ｃ
Ｔ
化
・ウ
ィ
ズ
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

や
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
多
様
な
人
材
の
確
保
が
喫
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
対
応
に

自
分
自
身
は
、
税
理
士

の
諸
課
題
は
税
理
士
の
業
緊
の
課
題
で
あ
り
、
受
験

　

田
園

　

力
強
い
お
言
葉

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
時
代
が
天
職
だ
と
考
え
て
お

り
、
社
会
公
共
的
使
命
が

あ
り
生
涯
現
役
で
働
け
る

税
理
士
ほ
ど
魅
力
的
で
素

晴
ら
し
い
職
業
は
な
い
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
納
税

者
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
税
理
士
制
度
が
、

次
世
代
に
と
っ
て
も
魅
力

的
な
制
度
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
若
者
が
税
理
士

試
験
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
や

す
い
制
度
と
し
、
税
理
士

試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

若
者
が
増
え
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

試
験
も
難
し
く
、
年
合
格

者
が
７
０
０
人
程
度
で
あ

れ
ば
、
い
く
ら
魅
力
あ
る

制
度
で
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
難
い
現
状
を
打
破
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



■
令
和
４
年
通
常
国
会
で
の
改
正
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太田日税政会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
《平成３１年・令和元年》

令和３年（２０２１年）６月１日 （火曜日） （第三種郵便物か獅）
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日
税
連
の
令
和
３
年
度

　　

一人
で
も
多
く
の
国
会

　　　　　　　　　　　

＝－

　　　　　　　　

．

、

　　　

◎

　　

に
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

全
て
の
税
理
士
会
員
が
誇

圃
翻醒
暇総鰹雄

　　　　　

一鞭
園
騒
瀞輔
艶
鰯
霊
灘
覆
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正
を
取
り
上
げ
て
い
ま

税
政
連
の
活
動
の
基
本
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も
足
を
運
び
陳
情
活
動
を

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
な
っ
て
粘
り
強
く
活
動

全
国
の
会
員
各
位
に
よ
り

す
。
現
在
、
７
月
に
開
催
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
的
・戦
略
的
に
陳
情
を
進
れ
ま
す
。
税
理
士
政
治
連
理
士
制
度
・税
政
連
活
動
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
日
税
連
の
要
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

　

一層
の
ご
協
力
と
ご
理
解

予
定
の
定
期
総
会
に
向
け
に
密
着
し
た
日
常
の
税
政
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
盟
の
も
っ
と
も
重
要
な
活
に
対
し
て
理
解
・協
力
の
と
報
告
を
受
け
て
お
り
、
望
を
一
つ
で
も
多
く
勝
ち
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
４
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

て
審
議
中
で
す
が
、
「国
連
活
動
・後
援
会
活
動
が
す
。

　　　　　　　

動
の
一
つ
が
国
政
選
挙
へ

　

得
ら
れ
る
議
員
を
一人
で
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
取
る
べ
く
、
強
力
な
運
動
年
の
通
常
国
会
で
の
税
理
上
げ
ま
す
。

民
・納
税
者
の
信
頼
に
応
最
も
重
要
で
す
。
一番
の

　

な
お
、
今
年
１０
月
に
は
の
対
応
で
す
。
全
国
の
税
も
多
く
国
政
の
場
に
送
り
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　　

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
士
法
改
正
実
現
の
た
め
、

え
得
る
税
理
士
制
度
の
更
主
役
は
税
理
士
に
よ
る
後
衆
議
院
議
員
の
任
期
が
満
政
連
の
力
を
結
集
し
、
全
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

　

日
税
連
と
日
税
政
は
、

　　　　　　　

’

　　　　　　　

理
政
を
限
ん
会
た

　

税
だ

勲鋪
腐

熟
離
船憂
愁
曜棒
鱒
瞥
聯
繋

霧
襲
談

ておりま隻

　

磯鰯鱈
轟

か

　　

．．
－
鷲
選
議
硫
鰍貢

実
現
に
向
け
て
具
体
的
な

り
に
対
し
、
何
度
も
直
接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法
に
規
定
す
る
税
理
士
の

　　　　　　　　　　　　　　　

、
た

・

０
で
税
の

　

て
理
ま

甑躍
さ
議
題
題
鈍
・翻

震

ー

糧
璽
鰯
疑
義
塾
饗

　

さ
封

　

て幾
滋
灘
艶

昨
年
の
事
業
計
画
で
は

ほ
ど
の
熱
量
が
必
要
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そ
し
て
、
そ
の
活
動
の
成

税
理
士
制
度
・
税
制
を
真

鮒鎚顕
霊園
灘
譲
嫌
欄
翻
嗣
園
壕圃
襲－

　

豊
麗
墨
翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

士

の
同
り

で
長
対

　

政
く

対応帳票力′《－率 ９８％ 達成！
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ｔ
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１ゴ
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‐

　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐１・・－－‘

　　　　　

．；．・′

　

１・－－－

年間利用料；

　

法人税の達人

　

ＰｒｏｆｅｓｓｉｏｎａＬＥｄｉｔｉｏｎ一一一．５５，９００円

　　　　　　　　　　

ＳｔａｎｄａｒｄＥｄｉｔｉｏｎ””””””””“．３７，１００円

　　　　　　　　　　

ＬｉｇｈｔＥｄｉｔｉｏｎ”＝””“帽”””””””２４，７００円

　

所得税の達人

　

ＰｒｏｆｅｓｓｉｏｎａＩＥｄｉｔｉｏｎ一一一．５１，９００円

　　　　　　　　　　　

ＳｔａｎｄａｒｄＥｄｉｔｉｏｎ”“””””＝”…３２，３００円

　　　　　　　　　　

ＬｉｇｈｔＥｄｉｔｉｏｎ””＝””””＝””＝”＝１４，２００円

税連理事会における経過報告を日税政が単位税

令和３年度税制改正大綱 （抜粋）

　

第３．検討事項
８

　

税理士４制度については、 ウィズコロナ・ポストコロナ

　　

の新しい社会を見据え、税理士の業務環境や納税環境

　　

の電子化といった、税理士を取り巻く状況の変化に的

　　

確に対応するとともに、 多様な人材の確保や、 国民・

　　

納税者の税理士に対する信頼の向上を図る観点も踏ま

　　

えつつ、税理士法の改正を視野に入れて、 その見直し

　　

に向けて検討を進める。

日税連が会員専用ホームページに「次期税理士法
改正に関する答申」を公表し会員に意見募集
意見募集締め切り （２０，６７７件の意見を収受）
　
公明党政策懇話会
日税連理事会で税理士法改正の経過報告
単位税政連会長‘幹事長に税理士法改正のコンセ

日税連制度部が「次期税理士法改正に関する答申」

実
現
」
と
し
て
お
り
、
書
収
集
を
行
う
な
ど
、
効
果
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
成
果
で
あ
り
、
全
国
に
約
す
。
私
に
と
っ
て
は
初
対
さ
れ
る
税
理
士
制
度
の
確

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　　　　 　 　　　　　　
※対応帳票の大幅拡充は、Ｐｒｏｆｅ～５ｉｏｎａーＥｄｉｔｉｏｎ、ＳｔａｎｄａｒｄＥｄｉｔｉｏｎでの対応となります。

　

※表示価格は、ダウンロード版の年間利用料（税抜き）です。別途消費税がかかります。

癖 全国税理士データ通信協同組繊 細 脚 瞳＝㈱ 醐 貼鯵獅 欄 ー．
衆京地方税理士会データ通信協同組合

　

韻：０４～２４３‐０５６１：東京税理士会データ通信協同組合

　

泡：０３‐３３４１‐０２６０：四

　

囲

　

税

　

理

　

士データ通信協同組合

　

泡：０８９‐９４１１７１：近

　

畿

　

税

　

理

　

士データ通信協同組合

　

百監０８ＣＨ３５３３６４１２：北海道税理士データ通信協同組合

　

泡：０１１‐８７ＥＨ０８３０
中部税理士データ通信協同組合 旧：０５２‐９３２‐１２１２…中田税理士デ冊夕通信協同組合Ｔ広０８２‐２４６００８８…東北税理士データ通信協同組合厄：０２２－２９３Ｈ０５０３…関東信越税理士データ通信協同組合韻：０４５‐２４３‐０５６１：

下甑・＝０３‐３３５０‐４５２２

　

ＦＡｘ＝０３‐３３５０‐４６２８

　　

ｈｔｔＰ：／／ｖＭｍ^ｖ．ｚｅｎｋｏｋｕ‐ｄａｔａ．ｎｅｔ

　

Ｅ－ｍａｉー＝ｊｉｍ－ｋ＠ｚｅｎｋｏｋｕ‐ｄａｔａ．ｎｅｔ
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選
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運
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用
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場
合
、
候
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納
責
任
者
と
な
る
こ
と
を
規
る
と
い
う
こ
と
で
す
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令和３年（２０２１年）６月１日 （火曜日）

　　　　　　　

日

　

本

　

税

　

政

　

連

　　　　　　　

（第三種郵便物認可）

　　　　　　　　

第５６２号

　　　　　

新 た な 収 入 源 で 事務所を元気に！

　

税理士ＶＩＰ代理店

　　　

関与先にＶＩＰを勧奨し、成約すると提携保険会社から代理店手数料が支払われます

　

税理士ＶＩＰ代理店のメリット

　　

１）事 務 所 の 収 入 源 が 拡 大 し ま す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

磯

　　　　

保険の成約によって提携保険会社から支払われる代理店手数料が

　　　　　　　　　　　

、端瀞

　　　　　　　　　　

ザガ 、

　

一方

保険の成約によって提携保険会社から支払われる代理店手数料が
事務所の新たな収入源になります。

２）関与先に役立つ豊富な保険知識が習得できます

　

ＶＩＰ代理店の業務を通じて、関与先の継続的繁栄に欠かせない

　

①医療や年金制度など、充実した福祉制度

　

②円滑な事業承継

　　　

などに関する詳しい保険知識が習得できます。

３）代理店業務は保険会社がアシストするので安心
保険会社は次のサービスを通じて、Ｖ工Ｐ代理店の仕事をしっかり
アシストします。
①代理店経営に関する相談窓口の開設
②保険設計に関する資料提供と支援
③保険販売ノウハウの提供と支援

　

など

キャンペーンに
ご協力ください

　　　　　

Ｅ：

　

ｉ鯛．一二・
ゴー層一 能議

　

“

　　

－－‐

　

” －

Ｚ２鍵早欝代理店
◆対

　　

象：税理士ＶＩＰ代理店

◆期

　　

間：２０２１年７月１日～１２月３１日

◆対象契約：期間中に成立した
全税共扱いの保険契約

税理士Ｖ．Ｐ代理店とは
全税共提携保険会社と代理店契約を締結した
税理士で、全税共の基本理念をふまえ、主要事
業であるＶＩＰ大型総合保障制度・全税共年金
の拡販に努める者。

税理士ＶＩＰ代理店に関する詳細は、以下の提携保険会社に直接お問い合わせ下さい。

◆朝日生命

　

◆第一生命
◆ＳＯＭＰＯひまわり生命

◆日本生命
◆アクサ生命

◆ジブラルタ生命

　

◆エヌエヌ生命

　

◆〆ツトライフ生命
◆富国生命

　

◆三井住友海上あいおい生命

　

◆オリツ

〒１４１－００３２東京都品川区大崎１‐１１－８日本税理士会館４階

　

全税共の事業は、ホームページでご案内しています。

イフ生命

　

◆明治安田生命

　

◆住友生命
◆オリックス生命

　

◆ＦＷＤ富士生命

丁ＥＬ０３（５７４Ｏ）８３３１（代） ＦＡＸＯ３（５７４Ｏ）８３３３

　

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｚｅｎｚｅｉｋｙｏ‐ｃｏｍ／全国税理士共栄会

ｚ１霧龍ｗ・代理店推進キ ンペーン
新規に代理店登録をした税理士会会員にギフトカード！
◆対

　　

象：税理士会会員
◆期

　　

間：２０２１年１月１日～１２月３１日

◆奨励基準：期間中に税理士ＶーＰ代理店登録した方に
ギフトカード（１万円）を贈呈
※但し、過去のキャンペーンで奨励対象になった方を除く

挙績キャンペーン
◆表彰基準及び賞品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０万円ドリームＡ賞 １月額保険料醐０万円以上１ 捌 一 幅 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５万円ドリームＢ賞 －月額保険料※５０万円以上 １ ギ ト －ド（商品券）

※期間中に成立した全税共扱い契約の初回保険料月額の合計額
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本

　

税

　

政

　

連

　　　　　　　

ぼｉ三種郵便物認可）

　　　　

第５６２号

　

（８）

　

ご存知ですか、全税共のことを

　　　

全税共は税理士とその関与先等関係者のために設立された団体です。

　　

ＶＩＰ大型総合保障制度や全税共年金を柱とした各種事業を通じて、

　　

◆税理士業界には

　　　

１）業界運営に関する会員負担の軽減

　　　

２）税 理 士 協 同 組 合 と の 業 務 提 携

　　　　　　　　　　　　　　　

檀，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

◆関与先には

　

１）福利厚生制度の充実

◆社会に対しては

　

１）地域文化の振興援助

　

２）税と税制に関する学術研究への助成

　

３）電話による税の無料相談運営支援

等を行って、それぞれの発展に貢献しています。

２）円滑な事業承継の実現

　

傘税共の主要事業

税理士・事務所職員、関与先等関係者のための

全 税 共 年 金（拠出型企業年金保険）
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昭和６１年の制度発足以来、安定的な運用で
厚い信頼を集めている全税共の拠出型企業年金保険

●掛金は月々１万円から

　

生活設計に合わせて掛金を自由に設定できるため、無理なく

　

無駄なく将来の設計ができます。

　

１口５千円、２口以上４０口まで設定できる月払いに加え、－

　

括払し、もあります。

　

月払と一括払を組み合わせることで、より計画的な資産形成を

　

することが可能です。余裕資金の運用方法のひとつとしてご検

　

討ください。（一括払は月払に比べ、積立金（脱退一時金額）が

　

掛金累計額を早く上回ります。）

●年金の受取方法は３種類

　

給付金請求時に次の３通りから選択できます。

　

①１ｏ年確定年金

　

※年金に代えて一時金でも受取ることができます。

　

②１５年確定年金

　

③１０年保証期間付終身年金

＜取扱保険会社＞
●第ー生命●明治安田生命 ●日本生命 ●住友生命 ●富国生命

その他の事業

事業承継（Ｍ＆Ａ等）顧客紹介

ＰＥＴ・人間ドック

介護無料相談
健康相談・セカンドオピニオン手配サービス

ホームセキユリテイ

みまもりサポート

全税共個人型Ｄ（（確定拠出年金）など

社会貢献活動

税務相談室の運営支援
公益財団法人日本税務研究センター

地域文化の振興支援
公益財団法人全国税理士共栄会文化財団

電話による税の無料相談

全税共文化サロンの運営

全税共の事業は、ホームページでご案内しています。
ｈｔｔＰ 紳 ｗｖｖｗ・ｚｅｎｚｅｉｋｙｏ．ｃｏｍ－ 全税共－区套重美に

全 国 税 理 士 共 栄 会 禰 棚２東京都品川区大崎稚８日本税理士会館４階 阻醍圃 脚 ㈹ 弼鰐醐脚

円滑な事業承継等を実現する

ＶＩＰ大型総合保障制度

●経営者大型保険（集団扱定期保険）

●経営者保険総合プラン

●経営者スーパープラン

＜募集保険会社＞

●朝日生命●第一生命●日本生命●ジブラルタ生命●エヌエヌ生命
●〆ツトライフ生命 ●明治安田生命 ●住友生命 ●ＳＯＭＰＯひまわり生命
●アフラック ●アクサ生命 ●富国生命 ●三井住友海上あいおい生命
●オリックス生命 ●ＦＷＤ富士生命

●団体所得補償保険（無事故戻し２０％）｛

　

に ÷麗．コ

　

引受保険会社／損保ジャパン、東京海上日動火災

●団体長期障害所得補償保険｛

　　

‐ １１．コ

　

引受保険会社／損保ジャパン

●新・団体医療保険 ｔ

　　

Ｌ‐ 韓 コ
，

　

引受保険会社／損保ジャパン

●介護・がん補償保険

　

引受保険会社／東京海上日動火災


